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政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

附
則
第
七
十
四
条
及
び
附
則
第
七
十
五
条
に
基
づ
く
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
及
び
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
改
革
の
実
施
に
係
る
検
証

に
当
た
っ
て
は
、
改
革
の
目
的
で
あ
る
電
気
・
ガ
ス
の
安
定
供
給
の
確
保
と
、
小
売
に
係
る
料
金
の
最
大
限
の
抑
制
並
び
に

使
用
者
の
選
択
の
機
会
及
び
電
気
・
ガ
ス
事
業
に
お
け
る
事
業
機
会
の
拡
大
を
実
現
す
る
た
め
、
改
革
の
各
段
階
で
の
検
証

を
適
切
な
場
で
行
い
、
電
力
・
ガ
ス
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
排
除
す
る
こ
と
な
く
、
検
証
の
結
果
に

基
づ
き
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
着
実
に
進
め
る
こ
と
。 

 

二 

原
子
力
発
電
の
稼
働
が
進
ん
で
い
な
い
中
で
海
外
か
ら
の
化
石
燃
料
の
輸
入
が
増
加
し
、
国
民
負
担
の
増
大
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
電
力
が
市
場
に
十
分
に
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
市
場
に
お
け
る
競
争
環
境
上
重
要
で
あ
る
こ
と
、
平
成
二
十
八

年
を
目
途
に
電
力
の
小
売
全
面
自
由
化
の
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
必
要
と
な
る
電
力
の
需
給
状
況
の
安

定
が
確
保
さ
れ
る
た
め
の
有
効
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
今
後
増
加
す
る
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
の
円
滑
な
実
施
、

新
規
制
基
準
へ
の
対
応
、
使
用
済
燃
料
の
処
理
や
原
子
力
損
害
賠
償
制
度
の
在
り
方
等
の
課
題
へ
の
適
切
な
対
処
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
に
つ
い
て
速
や
か
に
検
討
し
、
遅
滞
な
く
実
施
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

  



 
 

三 

電
力
の
小
売
全
面
自
由
化
に
伴
っ
て
電
力
の
安
定
供
給
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
電
力
広
域
的
運
営
推
進
機
関

の
権
能
の
適
正
な
行
使
等
を
通
じ
た
必
要
な
供
給
予
備
力
の
常
時
確
保
を
図
る
こ
と
等
に
よ
り
、
万
全
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。
ま
た
、
発
電
事
業
者
、
送
配
電
事
業
者
及
び
小
売
電
気
事
業
者
が
連
携
し
て
災
害
時
な
ど
緊
急
時
に
お
け
る
電
力
の
安

定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、
復
旧
作
業
の
安
全
確
保
は
も
と
よ
り
、
経
験
と
技
術
を
有
す
る
人
材
が
関

係
事
業
者
に
確
保
、
育
成
さ
れ
る
よ
う
、
十
分
な
検
討
を
行
い
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

四 

送
配
電
部
門
の
法
的
分
離
に
当
た
っ
て
は
、
一
般
送
配
電
事
業
者
が
需
給
調
整
、
周
波
数
維
持
等
の
最
終
的
な
安
定
供
給

責
任
を
果
た
す
た
め
に
必
要
か
つ
十
分
な
調
整
力
・
予
備
力
を
確
実
に
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
加
え
、
通
電
・
遮

断
の
明
確
化
を
始
め
、
従
業
者
の
作
業
安
全
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
仕
組
み
及
び
ル
ー
ル
を
適
切
に
整
備
す
る

も
の
と
す
る
こ
と
。 

 

五 

ガ
ス
の
小
売
全
面
自
由
化
、
導
管
部
門
の
法
的
分
離
に
当
た
っ
て
は
、
保
安
の
確
保
が
大
前
提
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
導

管
部
門
と
新
規
参
入
者
を
含
め
た
小
売
部
門
の
連
携
が
十
分
に
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
経
験
と
技
術
を
有
す
る

人
材
の
確
保
・
育
成
、
関
連
技
術
・
技
能
の
継
承
を
十
分
に
考
慮
す
る
な
ど
、
不
安
の
払
拭
に
万
全
を
期
す
こ
と
。
ま
た
、

法
的
分
離
の
対
象
と
な
る
事
業
者
の
範
囲
に
関
し
て
は
、
公
益
的
観
点
か
ら
導
管
部
門
の
公
正
中
立
を
確
保
す
る
と
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
欧
米
の
動
向
等
も
参
考
に
し
つ
つ
、
適
切
な
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
。 

 

六 

今
回
の
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
改
革
に
お
い
て
は
、
ガ
ス
の
安
定
供
給
と
小
売
料
金
の
最
大
限
の
抑
制
を
実
現
す
る
上
で
、
Ｌ
Ｎ

Ｇ
の
低
廉
か
つ
安
定
的
な
確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
官
民
連
携
の
下
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
調
達
に
つ
い
て
全
力
を
挙
げ
る
と

と
も
に
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
燃
料
電
池
の
普
及
拡
大
策
を
始
め
と
す
る
天
然
ガ
ス
の
利
用
拡
大
策
を
継
続
、
推
進

し
て
い
く
こ
と
。 



 
 

七 

電
力
、
ガ
ス
及
び
熱
供
給
の
小
売
全
面
自
由
化
の
趣
旨
に
照
ら
し
、
規
制
料
金
に
係
る
経
過
措
置
の
対
象
に
つ
い
て
は
、

需
要
家
保
護
の
観
点
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
間
の
競
争
状
況
等
に
つ
い
て
も
慎
重
に
見
極
め
、
電
力
・
ガ
ス
取

引
監
視
等
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
指
定
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
経
過
措
置
の
対
象
と
な
る
場
合
で
も
、
委
員
会
が
競

争
状
況
等
に
つ
い
て
継
続
的
に
監
視
・
検
討
を
行
い
、
必
要
が
な
く
な
っ
た
時
に
は
、
可
及
的
速
や
か
に
規
制
料
金
を
撤
廃

す
る
こ
と
。 

 

八 

電
力
・
ガ
ス
取
引
監
視
等
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
市
場
取
引
が
一
層
公
正
・
適
切
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
強
力
に
監
視
を

行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
委
員
会
運
営
の
公
正
性
及
び
中
立
性
に
疑
念
を
抱
か
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
委
員
長
及

び
委
員
の
選
任
に
当
た
っ
て
は
、
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
電
力
会
社
及
び
ガ
ス
会
社
に
在
職
す
る
者
並
び
に
こ
れ
ら
の
会
社

の
経
営
に
影
響
力
を
与
え
て
き
た
者
の
任
命
は
厳
に
慎
む
と
と
も
に
、
業
務
の
状
況
を
毎
年
公
表
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
電

力
・
ガ
ス
・
熱
の
取
引
の
監
視
等
の
た
め
に
必
要
最
小
限
の
組
織
と
す
る
こ
と
。 

 

九 

法
的
分
離
に
伴
う
行
為
規
制
に
つ
い
て
は
、
従
業
者
の
人
事
異
動
等
の
規
制
は
労
働
者
の
権
利
の
制
約
で
あ
る
と
の
懸
念

か
ら
法
律
に
明
文
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
特
定
の
従
業
者
を
特
定
の
業
務
に
「
従
事
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
」
と
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
「
兼
職
を
禁
止
す
る
」
と
い
う
規
定
の
趣
旨
に
沿
っ
た
運
用
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
、
今

後
の
詳
細
な
制
度
設
計
や
電
力
・
ガ
ス
取
引
監
視
等
委
員
会
に
お
け
る
基
準
や
ル
ー
ル
の
検
討
・
運
用
に
際
し
て
は
、
電
気

事
業
及
び
ガ
ス
事
業
の
実
態
や
関
係
者
の
意
見
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
客
観
性
、
透
明
性
や
中
立
性
に
つ
い
て
十
分
な
確

保
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
過
度
な
規
制
に
よ
っ
て
従
業
者
の
職
業
選
択
の
自
由
や
電
力
・
ガ
ス
の
安
定
供
給
及
び
保
安
の
確

保
等
に
不
可
欠
な
人
材
の
育
成
等
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
、
兼
職
禁
止
の
対
象
や
範
囲
に
つ
い
て
は
、
中
立
性
確
保
の
観

点
か
ら
必
要
か
つ
合
理
的
な
限
度
に
と
ど
め
る
こ
と
。 

 



 
 

十 

電
力
・
ガ
ス
・
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
改
革
の
遂
行
に
際
し
て
は
、
今
日
ま
で
電
力
・
ガ
ス
等
の
安
定
供
給
を
支
え
て
き
た
電

力
・
ガ
ス
等
関
連
産
業
の
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
や
人
材
の
確
保
・
育
成
、
関
連
技
術
・
技
能
の
継
承
に
努
め
る
と
と
も
に
、

改
革
の
過
程
に
お
い
て
憲
法
並
び
に
労
働
基
準
法
に
基
づ
く
労
使
自
治
を
尊
重
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
電
気
事
業

の
労
働
者
に
つ
い
て
一
定
の
形
態
の
争
議
行
為
の
禁
止
を
定
め
る
「
電
気
事
業
及
び
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
争
議
行
為
の
方
法

の
規
制
に
関
す
る
法
律
」
に
つ
い
て
は
、
自
由
な
競
争
の
促
進
を
第
一
義
と
す
る
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
の
趣
旨
と
整
合
性
を

図
る
と
と
も
に
、
憲
法
上
の
労
働
基
本
権
の
保
障
も
踏
ま
え
、
本
改
正
法
の
施
行
後
の
検
証
時
期
に
併
せ
、「
労
働
政
策
審
議

会
電
気
事
業
及
び
石
炭
鉱
業
に
お
け
る
争
議
行
為
の
方
法
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
在
り
方
に
関
す
る
部
会
」
報
告
に
お
け

る
再
検
討
の
指
摘
に
基
づ
き
、
そ
の
廃
止
も
含
め
た
検
討
を
行
い
、
結
論
を
得
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 


